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本紙に関するお問い合わせは、企画調整部

企画情報課までご連絡ください。 

管理部 
総務課 
経理課 
096-248-6412 

企画調整部 

企画情報課 
096-248-6422 
096-248-6423 

農産園芸研究所 

茶業研究所 
096-282-6851 

高原農業研究所 
0967-22-1212 

球磨農業研究所 
0966-45-0470 

生産環境研究所 
土壌環境研究室 
病害虫研究室 
予察指導室 
096-248-6447 

畜産研究所 
大家畜研究室 
中小家畜研究室 
生産基礎技術研究室 
飼料研究室 
096-248-6433 

0967-32-1231 

草地畜産研究所 

アグリシステム総合研究所 
アグリビジネス支援室 

フードバレー推進室 

生産情報システム研究室 

いぐさ研究室 

野菜栽培研究室 

0965-52-0372 

果樹研究所 
常緑果樹研究室 
落葉果樹研究室 
病虫化学研究室 

0969-22-4224 
天草農業研究所 

【お問い合わせ先】畜産研究所 生産基礎技術研究室  ＴＥＬ：０９６－２４８－６４３４ 

ホームページ 

 朝栄系の「玉栄豊」を父とする稀少系統種雄牛でありながら、枝肉重量や脂肪交雑に優れ、

遺伝的多様性の維持への貢献が期待されます。   

【産子の枝肉】 

標準化育種価 

（SBV）とは？ 

※BMS（牛脂肪交雑基準）…No.1~12で区分され、数字が大きいほど霜降りの度合いが高い。 

ツイッター 

【現場後代検定】 

（詳細はこちら）  

作物研究室 
野菜研究室 
花き研究室 
096-248-6444 

 各形質の育種価

を同一スケール上

で比較したもの。

値が＋１以上の場

合、改良効果が高

い。  

0964-32-1723 

 

   

 農業研究センターでは、①ドローンによるリモートセンシングや防除、②放牧のリモート管

理、③農作業におけるアシストスーツの導入、④酪農における搾乳ロボットの活用など、ス

マート農業に関する様々な試験研究を行っています。今後も、「稼げる農業」を目指して、最

先端の技術を活用した試験研究に取り組んでいきます。  

スマート農業に関する試験研究 

 

 

① ② 

③ ④ 
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 多収性水稲品種の「やまだわら」は本県の認定品種の一つで、その

多収性から業務用米として栽培されています。今回は、熊本県の平坦

地域で一般的な６月中旬移植栽培で「やまだわら」が多収となるとき

の収量構成要素を明らかにしました。  

１．「やまだわら」は、㎡当たり籾数４０，０００ 粒で収量が最大とな

り、それ以上籾数を多く確保しても収量は変わりません。これは、籾

数が増えると登熟歩合（※）低下の影響が強くなるためです。 

２．分施栽培の場合、総窒素施用量１３ｋｇ／１０ａ（基肥８ｋｇ／１０ａ、出穂前２５日追

肥３ｋｇ／１０ａ、出穂前１５日追肥２ｋｇ／１０ａ）で、㎡当たり籾数が約４０，０００ 

粒となり、それ以上施用しても収量は変わりません（表１）。 

  以上のことから、熊本県平坦地域の６月中旬移植「やまだわら」では、㎡当たり籾数４０，

０００ 粒が多収のための生育目標で、これは窒素施用量１３ｋｇ／１０ａで達成できます。 

【お問い合わせ先】農産園芸研究所 作物研究室 ０９６－２４８－６４４４ 

（詳細はこちら）  

◆研究の成果  

多収性水稲品種「やまだわら」 

（※）登熟歩合…成熟した籾の割合 
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 この度開発したのがIndelマーカーという

DNAマーカーの一種です。この技術をもとに

PCR検査を実施すると、ヘテロ接合型の場合

はバンドが3本検出されますが、交雑してホ

モ接合型に変化した場合にはバンドが1本に

なり（右図）、この変化が交雑判定の目印と

なります。 

 開発したIndelマーカーはウンシュウミカンに限らず、さまざまな品種にも応用が可能であ

ることも明らかになりました。この技術により、柑橘育種の新たな手法として新品種の誕生に

寄与することが期待されます。  

【お問い合わせ先】農産園芸研究所 野菜研究室 ０９６－２４８－６４４５ 

（詳細はこちら）  

 ◆開発したIndelマーカーの可能性 

 ◆研究の成果 

（交雑判定技術）  

熊本県農業研究センター ＠KumamotoP_ARC 

子 牛が 生ま れる 瞬間 で

す！介 助 も 必 要 な く、ス

ルッと出てきてくれました。 

 # 畜産研究所 

 # 乳牛 

 # かわいい # 赤ちゃん 

農業研究センターが 

Twitterを始めまし

た！合志市にある本所

をはじめ、県内各地にある研究所

の取組みや風景を随時発信中で

す。是非のぞいてみてください！ 

多胚であるウンシュウミカンの交配育種は非常に困難であるた

め、現状は枝変わり等の突然変異による育種が行われています。そ

れらの育種方法では狙った特性を得ることは困難で、育種の幅が限

られていました。 

そこで、PCR検査で簡単に交雑判別できるDNAマーカーを開発

し、カンキツにおける育種の幅を大きく広げました。 

（※１）ホモ接合型…２つ一組の遺伝子が同じタイプ 

（※２）ヘテロ接合型…２つ一組の遺伝子が異なるタイプ 

 この技術をウンシュウミカン品種間交雑に

応用し、ウンシュウミカン同士の交雑胚由来

苗を作出しました。 


